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朝
鮮
本

『
増
続
会
通
韻
府
群
玉
』

ー
『
韻
府
群
玉
』
版
本
考
補
正
｜

四
種

住
吉

朋
彦

中
国
元
代
の
処
士
、
陰
時
遇
（
字
時
夫
）

・
幼
達
（
字
中
夫
）

の
兄
弟
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
類
書
『
韻
府
群
玉
』
は
、
十
四
世
紀
以
降
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の
東
ア
ジ
ア
に
広
く
流
行
し
、
高
下
の
学
問
や
文
塞
に
深
い
影
響
を
与
え
た
。
本
書
は
い
わ
ゆ
る
韻
書
の
形
式
に
類
書
の
内
容
を
盛
っ
た
編

集
で
、
古
今
の
事
実
や
詩
文
の
要
処
を
選
び
、
そ
の
中
か
ら
さ
ら
に
要
語
を
標
出
し
て
、
漢
語
の
音
韻
、
即
ち
四
声
以
下
の
一
東
よ
り
始
ま

る
韻
母
に
従
い
配
列
し
た
、
字
句
検
閲
の
た
め
の
書
物
で
あ
る
。
本
書
の
受
容
が
広
か
っ
た
こ
と
は
、
版
本
伝
来
の
有
様
に
最
も
明
ら
か
で
、

私
に
確
認
し
得
た
限
り
に
於
い
て
さ
え
四
十
種
が
見
出
さ
れ
、
版
の
補
修
や
移
譲
等
に
よ
り
、
印
出
の
様
相
を
異
に
す
る
亜
種
や
変
種
ま
で

勘
案
す
れ
ば
、
な
お
一
層
、
多
岐
に
亘
っ
て
い
る
。
本
書
版
本
の
全
容
に
つ
い
て
、
既
に
柳
田
征
司
氏
の
論
文
「
『
玉
塵
』
の
原
典
『
韻
府

群
玉
』
に
つ
い
て
」
（
山
田
忠
雄
氏
編
『
園
語
史
撃
の
震
に
』
昭
和
六
十
一
年
五
月
・
笠
間
書
院
、
『
健
脚
市
川
小
一
明
抄
物
の
研
究
』
〔
平
成
十
年
・

武
蔵
野
書
院
〕
に
追
補
再
録
）
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
稿
者
も
そ
の
験
尾
に
附
し
て
「
『
韻
府
群
玉
』
版
本
考
（
ご
！
（
五
）
」
（
「
斯
道
文
庫

(106) 

論
集
」
第
三
十
五
｜
三
十
九
輯
、
平
成
十
三
年

l
十
七
年
二
月
）
を
記
し
、
い
ま
だ
不
完
全
な
が
ら
そ
の
解
明
に
努
め
て
来
た
。



変
化
の
著
し
い
『
韻
府
群
玉
』
の
諸
本
の
う
ち
、
題
目
に
「
増
続
会
通
」
と
冠
称
す
る
一
群
の
伝
本
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
先
行
す
る
元

(105) 

末
の
増
補
本
『
新
増
説
文
韻
府
群
玉
』
を
基
に
、
明
代
の
学
官
包
球
に
よ
っ
て
輯
め
ら
れ
た
続
編
「
類
緊
古
今
韻
府
続
編
』
を
も
割
入
し
、

よ
り
広
範
の
記
事
内
容
を
備
え
て
い
る
。
こ
の
増
続
会
通
本
を
、
個
々
の
伝
本
に
つ
き
検
討
し
て
み
る
と
、
近
代
以
降
の
流
転
に
よ
り
例
外

を
生
じ
て
い
る
も
の
の
、
殆
ど
全
て
現
在
の
韓
国
と
日
本
の
み
に
伝
存
し
、
中
国
に
は
在
来
の
伝
本
が
認
め
ら
れ
た

ωo
ま
た
そ
の
版
本
間

の
関
係
を
考
え
る
と
、
日
本
で
行
わ
れ
た
和
刻
本
の
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
刊
本
は
、
半
世
紀
ほ
ど
先
行
す
る
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）

古
活
字
刊
本
を
覆
刻
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
の
古
活
字
本
は
さ
ら
に
、
朝
鮮
刊
行
の
活
字
本
で
あ
る
乙
亥
字
本
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
即
ち
『
韻
府
群
玉
」
の
増
続
会
通
本
は
、
中
国
の
増
補
本
と
続
編
を
会
通
し
、
当
初
朝
鮮
朝
に
於
い
て
行
わ
れ
、
の
ち
に
近
世

の
日
本
に
将
来
さ
れ
て
、
再
次
複
製
さ
れ
た
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
既
に
「
『
韻
府
群
玉
』
版
本
考
（
五
）
」

「
増
続
会
通
韻
府
群
玉
』
の
朝
鮮
本
は
乙
亥
字
本
を
根
源
と
す
る
が
、
こ
れ
に
組
成
の
異
な
る
前
後
二
種
の
伝
本
が
認
め
ら
れ
る
他
、
崇
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（
「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
三
十
九
輯
、
平
成
十
七
年
二
月
、
以
下
前
稿
と
略
称
）
を
記
し
詳
述
し
た
。

禎
再
丁
酉
年
（
一
七
一
七
）
校
書
館
刊
行
の
戊
申
字
本
を
存
し
、
ま
た
是
よ
り
先
、
西
暦
の
十
七
世
紀
中
に
刊
行
さ
れ
た
と
思
し
い
訓
錬
都

監
字
（
以
下
訓
監
字
と
略
称
）
本
を
も
伝
存
し
、
合
計
で
四
種
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
四
種
の
関
係
に
つ
い
て
大
略
を
述
べ
る

と
、
ま
ず
乙
亥
字
本
二
種
の
う
ち
後
出
の
者
は
、
前
出
の
本
に
基
づ
き
な
が
ら
そ
の
本
文
に
整
訂
を
加
え
た
別
本
に
当
た
る
。
こ
の
乙
亥
字

後
出
本
は
、
日
本
の
建
仁
寺
両
足
院
に
蔵
す
る
完
本
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
容
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
戊
申
字
本
、
訓
監
字
本
の
二
種
は
、

ど
ち
ら
も
こ
の
乙
亥
字
後
出
本
に
基
づ
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
戊
申
字
本
が
忠
実
に
こ
れ
を
複
製
し
た
の
に
対
し
、
訓
監
字
本
は
、
乙
亥

字
後
出
本
に
さ
ら
な
る
増
編
を
加
え
る
一
方
、
平
声
の
韻
に
よ
っ
て
通
押
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
韻
事
の
実
情
に
鑑
み
、
上
声
以
下

灰
声
の
部
分
は
全
て
割
愛
し
て
し
ま
っ
た
増
剛
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
朝
鮮
本
四
種
の
伝
存
情
況
に
つ
き
、
稿
者
の
行
っ
た
調
査
の
範
囲
で
考



え
る
と
、
乙
亥
字
本
は
早
く
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
の
寛
永
二
年
古
活
字
刊
本
が
乙
亥
字
本
に
基
づ

い
て
い
る
こ
と
と
も
符
契
を
合
し
て
い
る
。
一
方
、
残
り
の
戊
申
字
本
、
訓
監
字
本
の
二
種
に
つ
い
て
は
現
在
韓
国
に
伝
わ
る
本
が
殆
ど
で
、

近
世
以
前
の
日
本
へ
の
伝
来
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
は
大
略
、
前
稿
に
述
べ
た
事
柄
の
摘
要
で
あ
る
が
、
成
稿
後
、
本
書
成
立
に
関
係
す
る
記
事
を
徴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
さ
ら

な
る
伝
本
調
査
の
進
捗
に
よ
っ
て
当
該
本
四
種
の
著
録
が
補
わ
れ
た
結
果
、
前
稿
で
は
記
述
の
及
ば
な
か
っ
た
細
情
が
明
ら
か
に
な
る
一
方
、

版
本
学
的
把
握
に
誤
り
の
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
日
本
の
前
田
育
徳
会
尊
経
閤
文
庫
蔵
本
と
、
韓
国
の
高
麗
一
大

学
校
中
央
図
書
館
晩
松
文
庫
蔵
本
の
調
査
を
果
し
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
鮮
本
四
種
の
う
ち
、
乙
亥
字
初
印
本
、
訓
監
字
本
の
完
全
な
姿
が
ほ

ぼ
明
ら
か
に
な
り
、
種
々
補
正
の
必
要
を
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
前
稿
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
稿
者
の
迂
闘
に
原
因
す
る
。
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以
下
、
成
立
に
関
す
る
記
事
を
挙
げ
て
若
干
の
考
証
を
加
え
た
上
、
版
本
の
解
題
を
補
正
し
後
考
に
備
え
た
い
。
版
本
の
記
述
に
当
た
っ
て

は
、
前
稿
と
の
重
複
を
最
小
限
と
し
つ
つ
四
種
の
解
題
を
繰
返
し
、
補
正
す
べ
き
点
の
小
括
に
続
き
、
前
稿
以
後
に
著
録
し
得
た
伝
本
の
様

相
を
列
記
し
て
、
そ
の
根
拠
を
標
示
し
た
。

朝
鮮
中
宗
朝
の
政
務
を
記
し
た
『
中
宗
実
録
』
三
十
九
年
（
一
五
四
四
）
八
月
五
日
辛
未
条
に
、
大
護
軍
李
希
輔
の
上
疏
を
引
用
し
、
次

の
文
章
を
載
せ
て
い
る
。

（
上
略
）
不
意
責
髪
残
年
、
謬
恭
撰
秤
輩
玉
之
任
。
自
受

命
以
来
＊
、
夙
夜
憂
健
、
忘
寝
廃
食
、
考
正
其
舛
謬
、
剛
｛
疋
其
重
複
、
詳

(104) 

於
彼
者
略
於
此
、
著
於
前
者
刷
於
績
。
自
去
年
春
、
至
今
年
仲
秋
、
未
嘗
一
日
休
息
、
掲
力
墨
心
。
以
翼
成
編
、
故
欲
不
負
園
家
委
任



之
意
。
不
幸
勢
療
内
構
、
百
疾
外
作
、
加
以
年
聡
七
十
、
気
力
衰
倦
、
精
神
昏
耗
。

毎
撰
古
人
一
惇
、
録
古
人
一
迩
、
再
三
伸
巻
復

(103) 

観
、
姓
氏
旋
又
忘
失
。
又
以
韻
府
績
編
之
書
、
皆
唐
本
也
、
字
極
細
微
、
又
多
批
傷
。
難
渇
精
輝
慮
、
眼
生
黒
花
、
心
昏
盤
労
務
、
味
昧

然
一
字
愛
潟
三
四
。
強
而
行
之
、
必
護
狂
疾
、
恐
負

聖
明
委
任
責
成
之
望
。
（
下
略
）

＊ 

（
原
注
）
韻
府
軍
玉
有
前
集
、
績
集
。
故
剛
定
新
増
事
、
発
卯
春
、
大
提
皐
成
世
昌
啓
請
、
希
輔
撰
集
。

（
上
略
）
思
い
が
け
ず
、
老
い
の
身
の
晩
年
に
『
群
玉
』
編
集
の
任
を
恭
な
く
し
ま
し
た
。
命
を
受
け
て
よ
り
こ
の
方
、
早
朝
よ
り
深
夜
ま
で
憂
い

憧
れ
、
寝
る
こ
と
を
忘
れ
食
べ
る
こ
と
も
止
め
、
そ
の
誤
り
を
考
え
正
し
、
そ
の
重
複
を
削
り
定
め
、
あ
ち
ら
に
詳
し
き
は
こ
ち
ら
に
省
き
、
前

に
明
ら
か
な
点
は
続
編
に
除
き
、
去
年
の
春
か
ら
今
年
の
八
月
ま
で
、
い
ま
だ
嘗
て
一
日
も
休
む
こ
と
な
く
、
力
を
尽
し
心
を
砕
い
て
参
り
ま
し

た
。
編
集
の
完
成
を
願
う
か
ら
こ
そ
、
国
が
（
私
を
）
任
じ
た
そ
の
意
に
背
か
な
い
よ
う
心
が
け
た
の
で
す
。
（
し
か
し
）
不
幸
に
も
疲
労
が
体
内

に
わ
だ
か
ま
り
、
病
気
が
体
外
に
現
れ
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
歳
は
七
十
を
超
え
、
気
力
は
衰
え
倦
み
、
精
神
は
惑
い
く
た
び
れ
て
し
ま
い
ま
し
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た
。
古
人
の
伝
一
編
を
述
べ
、
古
人
の
事
跡
一
章
を
録
す
る
ご
と
に
、
二
度
三
度
と
書
物
を
繰
っ
て
は
ま
た
見
か
え
し
、
名
字
も
行
き
違
い
ま
た

忘
れ
て
し
ま
う
始
末
で
す
。
ま
た
『
韻
府
続
編
』
の
書
は
、
ど
れ
も
唐
本
で
あ
り
ま
す
た
め
に
、
字
は
大
変
に
細
か
く
、
ま
た
誤
り
も
多
く
あ
り

ま
す
。
精
魂
を
傾
け
思
慮
を
尽
し
て
も
、
眼
中
に
黒
い
花
び
ら
が
舞
い
、
心
は
塞
が
り
眼
病
を
患
っ
て
、
目
の
前
は
暗
闇
同
然
で
一
宇
が
三
、
四

字
に
見
え
る
有
様
で
す
。
強
い
て
こ
れ
を
行
え
ば
、
必
ず
や
狂
疾
を
起
こ
し
、
恐
ら
く
は
大
王
殿
下
の
ご
委
任
と
、
成
功
を
促
さ
れ
る
ご
期
待
に

も
背
い
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
下
略
）

＊
（
原
注
）
『
韻
府
群
玉
』
に
は
前
集
と
続
集
が
あ
る
。
そ
こ
で
剛
定
新
増
す
る
事
を
、
突
卯
の
年
（
中
宗
三
十
八
年
）

の
春
、
大
提
撃
の
成

世
昌
が
啓
を
も
っ
て
、
（
李
）
希
輔
に
撰
集
さ
せ
る
よ
う
（
中
宗
に
）
請
う
た
。



中
宗
に
右
の
疏
を
奉
っ
た
李
希
輔
は
、
字
伯
益
、
安
分
堂
と
号
す
。
平
壌
の
人
。
成
宗
四
年
（
一
四
七
三
）
生
。
燕
山
君
七
年
（
一
五

O

こ
に
文
科
及
第
し
そ
の
寵
臣
と
な
る
。
中
宗
朝
に
学
官
を
歴
任
し
、
大
護
軍
余
中
枢
府
事
に
至
る
。
明
宗
三
年
（
一
五
四
八
）
残
。
こ
の

疏
、
古
の
君
主
の
委
任
責
成
は
臣
下
の
力
量
を
測
っ
て
処
す
る
も
の
、
臣
の
如
き
弄
才
は
そ
の
任
に
充
分
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
と
、
冒
頭
か

ら
逃
げ
腰
で
、
引
用
部
に
、
思
い
が
け
ず
老
身
に
『
群
玉
』
撰
集
の
命
を
受
け
、

一
年
間
尽
力
し
た
も
の
の
、
体
力
精
神
力
と
も
に
伴
わ
ず

眼
病
を
起
こ
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
狂
疾
す
ら
発
し
、
大
王
の
期
待
に
背
き
か
ね
な
い
と
訴
え
る
。
さ
ら
に
こ
の
後
、
齢
九
十
の
母
鄭
氏
は
病

の
床
に
着
き
、
明
日
を
も
知
ら
な
い
命
だ
と
続
け
、
撰
集
の
栄
誉
を
辞
す
る
の
は
一
重
に
学
問
の
停
滞
を
恐
れ
る
か
ら
だ
と
弁
明
し
、
大
王

の
寛
容
に
す
が
り
任
務
の
転
嫁
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
儀
は
大
提
学
へ
の
諮
問
に
附
す
る
処
置
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
顛
末

は
不
明
で
あ
る
。
大
提
学
と
は
、
右
の
原
注
に
あ
る
よ
う
に
成
世
昌
の
こ
と
で
あ
る
が
、
成
氏
は
前
年
に
当
た
る
中
宗
三
十
八
年
（
一
五
四

こ
の
「
韻
府
群
玉
』
の
撰
集
が
ど
の
よ
う
な
作
業
で
あ
っ
た
か
を
考
え
て
み
る
と
、
李
疏
に
「
考
正
其
舛
謬
、
剛
定
其
重
複
、
詳
於
彼
者
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一
二
）
笑
卯
の
年
に
、
李
希
輔
に
よ
る
撰
集
を
発
議
し
た
当
人
で
あ
っ
た
。

略
於
此
、
著
於
前
者
刷
於
績
」
と
あ
る
の
が
実
情
を
示
し
て
お
り
、
単
な
る
校
訂
で
は
な
く
重
複
を
削
る
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
別
種
の
本

文
を
照
合
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
本
文
と
は
、
原
注
に
言
う
「
前
集
」
と
「
続
集
」
が
こ
れ
に
当
た
っ
て
い
よ
う
。
従
っ
て
原
注
の
「
剛
定

新
増
」
と
は
、
「
詳
於
彼
者
略
於
此
、
著
於
前
者
刷
於
積
」
と
、
続
集
の
前
集
に
重
な
る
点
を
取
り
除
き
、
新
増
の
本
を
成
す
こ
と
が
そ
の

内
容
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
記
事
は
、
本
稿
に
取
り
上
げ
る
『
増
続
会
通
韻
府
群
玉
』
の
編
集
過
程
を
説
明
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
続
集
に
つ
い
て
李
疏
中
に
「
韻
府
績
編
之
書
、
皆
唐
本
」
と
、
即
ち
明
刊
本
『
類
来
古
今
韻
府
続
編
』
と
言
明
し
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
確
か
め
ら
れ
る
。
ま
た
現
存
の
増
続
会
通
本
に
拠
る
と
、
続
編
部
分
の
底
本
が
明
正
徳
十
二
年
（
一
五
一
四
）
刊
行
で
、
乙

(102) 

亥
字
後
出
本
に
存
す
る
宣
賜
記
の
年
次
が
隆
慶
二
年
（
一
五
六
八
）
で
あ
り
、
該
本
の
編
集
は
こ
の
間
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
李
氏
剛
定
の



様
子
が
現
存
の
本
文
に
相
応
し
い
こ
と
等
、
後
述
の
乙
亥
字
本
の
実
情
に
照
ら
し
て
も
符
節
を
合
し
て
い
る
。

李
希
輔
に
よ
る
増
続
会
通
本
編
集
の
作
業
は
、
こ
の
後
如
何
に
し
て
続
行
さ
れ
た
の
か
、
『
中
宗
実
録
』
の
記
事
は
、
李
氏
が
暗
主
と
さ

れ
る
燕
山
君
鍾
愛
の
妓
女
の
た
め
に
挽
歌
を
作
（
ド
、
「
此
吾
之
李
太
白
也
」
と
称
え
ら
れ
恩
寵
を
受
け
た
こ
と
や
、
そ
の
他
の
悪
評
を
取
り

、‘．，，，1i
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上
げ
て
李
氏
の
「
諮
邪
之
資
」
を
あ
げ
つ
ら
い
、
こ
の
度
も
任
務
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
の
を
責
め
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
消
息
を
記

し
て
い
な
い
。
た
だ
李
氏
は
自
ら
の
疏
に
「
況
撰
集
之
任
、
朝
家
所
築
、
今
又
事
功
己
半
。
若
勉
不
怠
、
以
卒
其
業
、
則
掛
名
巻
端
。
自
托

不
朽
、
其
又
桑
辞
。
」
（
ま
し
て
や
、
撰
集
の
任
に
与
る
こ
と
は
朝
廷
の
栄
誉
と
す
る
所
、
今
そ
の
仕
事
も
半
ば
を
終
え
て
い
る
の
で
す
。
も
し
励
ん

で
怠
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
作
業
を
終
え
た
な
ら
、
書
物
の
巻
頭
に
名
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
我
が
名
を
不
朽
に
遺
そ
う
と
い
う
の
に
、
そ
れ

を
〈
大
き
な
理
由
も
な
く
〉
ど
う
し
て
投
げ
出
す
で
し
ょ
う
か
。
）
と
弁
じ
て
お
り
、
実
際
の
伝
本
を
見
る
と
、
巻
頭
ど
こ
ろ
か
李
希
輔
の
名
は

し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
宗
三
十
八
年
春
か
ら
翌
年
の
八
月
に
掛
け
、
主
に
李
氏
が
『
増
続
会
通
韻
府
群
玉
』
の
編
集
に
関
与
し
て
い
た
こ
と

は
疑
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
事
柄
を
踏
ま
え
、
版
本
に
関
す
る
前
稿
の
記
述
を
補
正
す
る
。
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全
く
没
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
李
氏
の
懇
願
が
容
れ
ら
れ
、
編
集
事
業
は
他
の
学
官
の
手
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か

増
績
曾
通
韻
府
群
玉
三
十
八
巻

元
陰
時
夫
編

陰
中
夫
注

閥
名
増

明
包
聡
績

［
朝
鮮
李
希
輔
］
曾
通

朝
鮮
刊
（
乙
亥
字
）

援
明
弘
治
刊
新
増
説
文
本
・
績
編
明
正
徳
十
二
年
刊
本

巻
首
題
「
増
績
命
日
通
韻
府
群
玉
巻
之
一

（l
一
一
一
十
八
）
」
（
巻
十
一
「
下
平
整
（
糊
）
」
、
巻
二
十
六
至
二
十
九
、
三
十
一
至
三
十
二
「
去
整
（
陣
糊
）
」
、



春

包

E食

巻
三
十
三
至
三
十
八
「
入
撃
（
同
）
」
首
題
下
標
目
）
、
次
行
以
下
低
五
格
「
晩
撃

希
賢

編
註

／
青
田

時
夫

勤
弦

績
編
」
（
第
二
｜
四
行
は
首
の
み
）
、
次
行
低
二
格
「
一
東
〈
濁
用
〉
」
等
韻
目
、
次
行
よ
り
本

／
新
呉

編
輯

千夏

中
夫

文
。
先
ず
大
字
単
行
に
て
「
（
東
）
」
等
と
字
目
を
標
し
（
同
音
字
の
首
の
み
墨
囲
）
直
下
よ
り
注
、
小
字
双
行
。
先
ず
反
切
（
同
音
字
首
の

み
）
、
次
で
字
義
を
例
証
し
（
墨
囲
、
説
文
の
み
墨
困
陰
刻
）
（
引
書
目
前
掲
）
（
標
出
字
「
l
」
格
代
号
）
、
直
下
に
大
字
単
行
に
て
「
道
東
」

等
熟
字
、
直
下
よ
り
注
、
小
字
双
行
（
体
式
同
前
、
但
し
引
書
目
後
掲
）
（
以
上
、
新
増
説
文
本
）
。
又
大
字
単
行
に
て
「
積
（
鳩
）
」
と
標
し
、

直
下
に
「
賦
河
東
」
等
と
熟
字
を
示
し
、
直
下
よ
り
注
、
小
字
双
行
（
体
式
同
前
）
（
以
上
、
続
編
）
。
又
「
活
套
（
鵬
畑
）
」
等
と
特
殊
語
葉

記
す
る
も
、
間
々
欠
く
（
図
版
こ
。

の
類
目
を
標
し
注
、
小
字
双
行
。
間
々
続
編
の
補
入
あ
り
。
異
音
字
間
圏
発
隔
、
毎
韻
改
行
。
毎
字
の
首
行
欄
上
に
当
該
の
字
目
を
標
出
注

第
一
巻
（
五
四
張
）

第
二
巻
（
四

O
張）

第
三
巻
（
九
七
張
）

第
四
巻
（
六
一
張
）

第
五
巻
（
七
七
張
）

※ 

第
六
巻
（
七
四
張
）

第
七
巻
（
五

O
張）

※ 

第
八
巻
（
六
五
張
）

上
平
声
一
東

第
九
巻
（
五
七
張
）

※ 

二
冬
・
三
江

第
十
巻
（
五
五
張
）

＊ 

四
支

第
十
一
巻
（
五
五
張
）

五
微
・
六
魚

第
十
二
巻
（
六

O
張）

＊ 

七
虞

第
十
三
巻
（
九
五
張
）

人

千
十
灰

第
十
四
巻
（
七

O
張）

＊ 

十
一
翼

第
十
五
巻
（
三

O
張）

十
二
文
・
十
三
元

第
十
六
巻
（
二
五
張
）

十
四
寒
・
十
五
剛
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下
平
声
一
先

一
一
粛
｜
四
豪

五
歌
・
六
麻

七
陽

八
庚

九
青

十
蒸

、‘，ノnU
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＊ 

第
十
七
巻
（
七
四
張
）

＊ 

第
十
八
巻
（
六
O
張）

第
十
九
巻
（
九
九
張
）

第
二
十
巻
（
八
五
張
）

※ 

第
二
十
一
巻
（
五
五
張
）

※ 

第
二
十
二
巻
（
五
九
張
）

第
二
十
三
巻
（
六
三
張
）

＊ 

第
二
十
四
巻
（
四
二
張
）

＊ 

第
二
十
五
巻
（
六
四
張
）

＊ 

第
二
十
六
巻
（
六
九
張
）

第
二
十
七
巻
（
五
一
張
）

十
一
尤

十
二
侵
｜
十
五
成

上
声

一
董

第
二
十
八
巻
（
四
八
張
）

第
二
十
九
巻
（
八
一
張
）

＊ 

第
三
十
巻

（
五
九
張
）

八
葬

l
十
卦

十
一
隊
i
十
六
諌

十
七
霞

l
二
十
競

二
十
一
箇
！
二
十
四
敬

二
十
五
径

l
三
十
陥

(99) 

五
尾
｜
七
虞

去
声

八
番
｜
十
三
院

十
四
早
丁
l
十
八
巧

十
九
時
｜
二
十
一
馬

二
十
二
養
i
二
十
四
週

二
十
五
有
l
二
十
九
謙

一
送
｜
四
寅

五
未

l
七
遇

第
三
十
一
巻
（
七

O
張）

第
三
十
二
巻
（
四
六
張
）

＊ 

第
三
十
三
巻
（
七
七
張
）

入
声

一
屋
・
二
沃

＊ 

第
三
十
四
巻
（
六
一
張
）

三
貴
｜
五
物

六
月
｜
八
黙
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＊ 

第
三
十
五
巻
（
四

O
張）

九
屑
・
十
薬

十
一
陪
・
十
二
錫

十

職

十
七
沿

四
周
双
辺
（
二
三
・
五
×
一
六
・
一
糎
）
毎
半
張
一

O
行
、
毎
行
一
八
字
。
乙
亥
字
、
稀
に
木
活
字
を
交
え
る
。
ま
た
「
績
」
「
活
套
」
等
、

第
三
十
六
巻
（
六
八
張
）

※ 

第
三
十
七
巻
（
六
四
張
）

曾
通
韻
府
群
玉
巻
之
幾
」
。

本
書
に
必
要
な
特
殊
活
字
は
木
製
と
思
わ
れ
る
。
中
縫
部
白
口
、
双
花
口
魚
尾
（
府
対
）
問
題
「
群
玉
幾
」
、
下
尾
下
張
数
。
巻
尾
題
「
増
績

※ 

第
三
十
八
巻
（
七
八
張
）

本
版
の
第
十
、
十
二
、
十
四
、
十
七
・
十
八
、
二
十
四
｜
二
十
六
、
三
十
、
三
十
三

l
三
十
五
の
十
二
巻
に
つ
い
て
は
、
前
稿
ま
で
そ
の

伝
本
に
接
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
＊
号
を
冠
し
、
今
回
新
た
に
細
情
を
掲
出
し
た
。
ま
た
第
六
、
八
、
九
、
二
十
一
、
二
十
二
、
三
十
七
、



三
十
八
の
七
巻
に
つ
い
て
、
前
稿
ま
で
に
属
目
の
伝
本
で
は
、
末
尾
を
欠
く
等
問
題
を
残
し
て
い
た
た
め
、
十
全
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
今
回
※
号
を
冠
し
、
記
述
を
改
め
た
。

〈
尊
経
閑
文
庫

雑
部
類
纂
類
一
〉

三
五
冊

附
一
冊

巻
三
、
十
六
配
同
刊
［
逓
］
修
本

金
沢
学
校
印
記

後
補
黄
葉
染
表
紙
（
三

十
五
」
と
書
す
。
押
し
入
双
あ
り
。
五
針
眼
、
改
糸
、
虫
損
修
補
。
第
一
・
二
、
十
一
・
十
二
、
十
五
・
十
六
巻
を
各
一
冊
に
収
め
る
他
は
、

毎
冊
一
巻
。
第
五
巻
第
二
十
張
を
欠
き
、
白
紙
を
爽
ん
で
匡
郭
界
線
の
み
紗
補
。
第
八
巻
第
二
十
二
至
二
十
張
錯
綴
。
第
二
十
六
巻
第
六
十

九
張
の
紙
背
に
方
形
陽
刻
の
朱
文
に
よ
る
朝
鮮
朝
の
公
印
影
を
存
す
。
朱
筆
に
て
欄
上
字
目
に
標
点
、
本
文
に
竪
点
を
施
す
。
稀
に
欄
上
に
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墨
補
注
を
加
う
。
附
冊
あ
り
、
素
表
紙
（
三
二
・
八
×
二

0
・
五
糎
）
左
肩
黄
葉
染
題
築
を
貼
布
し
「
韻
府
群
玉
〈
第
五
巻
落
張
一
枚
之
分
〉
」

と
書
す
。
袋
紙
縫
綴
、
本
文
斐
紙
。
前
見
返
し
貼
紙
「
此
寓
何
と
そ
致
了
見
落
張
之
一
枚
え
書
合
候
様
ニ
／
可
被
仰
付
候
其
段
難
成
候
ハ
、

先
其
分
ニ
雨
被
添
置
同
板
／
之
韻
府
群
玉
借
出
落
張
之
分
一
枚
写
申
様
可
被
遊
候
以
上
／
（
糊
一
ニ
）
二
月
三
日
」
墨
識
。
本
文
、
後
半
張
よ
り

本
冊
と
行
款
を
同
じ
く
す
る
別
本
を
摸
写
し
、
本
書
第
五
巻
、
上
平
声
七
虞
韻
中
「
挿
英
」
項
の
途
中
、
次
で
続
編
の
「
賦
莱
英
」
よ
り
次

張
の
後
半
第
二
行
に
及
び
「
紫
琳
映
」
項
に
至
る
。
張
付
を
見
る
と
第
十
八
張
の
後
半
よ
り
第
十
九
張
の
後
半
第
二
行
に
至
る
。
そ
の
本
文

に
は
、
本
冊
の
第
五
巻
第
二
十
張
の
欠
を
補
っ
て
若
干
の
飴
り
が
あ
り
、
排
字
は
均
し
く
な
い
。
ま
た
改
張
し
本
文
、
別
本
を
摸
写
し
、
第

六
巻
、
上
平
声
十
灰
韻
中
の
続
編
「
明
日
催
」
項
の
途
中
、
次
で
「
青
子
莫
相
催
」
よ
り
「
二
李
四
崖
」
項
見
出
し
に
至
る
。
張
付
に
よ
る

と
第
四
十
六
張
後
半
に
当
た
っ
て
い
る
。
本
冊
第
六
巻
に
欠
は
な
い
が
、
比
較
す
れ
ば
、
や
は
り
こ
れ
も
排
字
を
均
し
く
し
な
い
。
後
見
返

(98) 



し
貼
紙
、
前
見
返
し
と
別
手
に
て
「
増
績
韻
府
第
五
巻
第
二
十
葉
之
脱
簡
校
吉
村
宗
信
之
／
本
以
其
別
版
故
渉
二
葉
因
而
各
事
半
面
又
第
六

(97) 

巻
第
／
四
十
六
葉
亦
閲
宗
信
之
本
有
言
句
多
少
復
寝
其
半
面
／
合
為
一
冊
子
姑
附
之
家
本
以
侯
異
日
云
／

壬
寅
仲
春
上
旬
識
子
江
都
寓

居
」
墨
識
あ
り
。
附
冊
を
含
む
毎
冊
の
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
金
津
向
学
校
」
朱
印
影
を
存
す
。

該
本
は
旧
藩
以
来
の
儲
蔵
と
思
し
く
、
書
入
や
附
冊
は
近
世
の
所
為
で
あ
る
。
前
表
紙
見
返
し
の
識
語
は
、
こ
の
附
冊
ま
た
は
別
の
「
同

板
本
」
に
よ
っ
て
、
本
冊
巻
五
の
欠
張
を
紗
補
す
べ
く
勧
め
て
い
る
内
容
で
、
そ
の
口
吻
は
主
君
に
対
す
る
懇
請
の
如
く
で
あ
る
。
後
表
紙

見
返
し
の
識
語
は
こ
れ
に
先
立
ち
、
某
年
壬
寅
江
戸
の
邸
宅
に
於
い
て
、
吉
村
宗
信
な
る
者
の
蔵
本
を
以
て
校
し
、
「
別
版
」
で
あ
る
故
に

こ
れ
を
別
添
と
し
、
他
に
気
付
か
れ
た
巻
六
の
異
同
あ
る
箇
所
を
、
さ
ら
に
附
録
し
て
一
冊
を
成
し
た
由
を
記
し
て
あ
る
。
附
識
の
主
体
者
、

年
次
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
こ
れ
を
「
家
本
」
に
附
す
と
言
っ
て
お
り
、
前
田
家
当
主
の
手
跡
と
思
わ
れ
る
。
記
し
て
後
考
を
侯
つ
。

み
た
た
め
に
、
不
整
合
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
摸
写
本
文
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
後
に
考
察
し
た
い
。
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附
冊
の
分
、
版
式
字
様
は
本
冊
と
酷
似
す
る
の
に
、
排
字
が
合
致
し
な
い
の
は
、
後
出
の
、
本
文
に
増
剛
を
伴
う
別
本
に
よ
っ
て
比
校
を
試

又

［
逓
］
修

該
本
は
巻
首
以
下
異
植
字
の
、
後
出
の
別
本
で
、
こ
れ
に
は
完
全
な
形
の
建
仁
寺
両
足
院
蔵
本
を
存
す
る
た
め
、
前
稿
に
詳
し
く
記
述
す

る
こ
と
が
で
き
た

（
図
版
二
）
。
但
し
前
稿
で
は
、
同
じ
乙
亥
字
に
よ
る
異
植
字
本
で
あ
り
、
ま
た
本
文
の
増
制
に
よ
っ
て
、
行
款
を
同
じ

く
す
る
の
に
排
字
を
異
に
し
て
い
る
た
め
、
乙
亥
字
再
刊
本
と
著
録
し
た
。
し
か
し
初
印
本
に
つ
い
て
は
数
部
の
残
本
の
み
に
よ
り
、
特
定

部
分
の
比
較
に
基
づ
い
て
著
録
し
た
た
め
見
落
と
し
た
点
が
あ
り
、
前
記
の
如
く
ほ
ぼ
完
全
な
形
の
尊
経
閤
文
庫
収
蔵
本
を
得
て
比
較
し
て

み
る
と
、
再
刊
と
称
す
る
の
は
適
正
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
即
ち
、
両
者
が
全
く
の
異
植
字
の
関
係
に
あ
る
の
は
巻
十
ま
で
に
止
ま
り
、



巻
十
一
以
降
の
諸
巻
で
は
、
基
本
的
に
植
字
を
同
じ
く
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
版
五
・
六
）
。
従
っ
て
両
足
院
本
は
、
尊
経
閤

本
に
対
し
後
修
の
関
係
に
あ
る
こ
と
と
な
る
。
今
比
較
参
考
の
た
め
に
、
後
修
本
の
張
数
と
分
属
を
重
ね
て
掲
出
す
る
。

第
一
巻
（
五
四
張
）

第
二
巻
（
三
九
張
）

第
三
巻
（
九
四
張
）

第
四
巻
（
五
八
張
）

第
五
巻
（
七
二
張
）

第
六
巻
（
六
九
張
）

第
七
巻
（
四
九
張
）

第
八
巻
（
六
一
張
）

第
九
巻
（
五
三
張
）

第
十
巻
（
五
三
張
）

第
十
一
巻
（
五
五
張
）

第
十
二
巻
（
六
O
張）

第
十
三
巻
（
九
五
張
）

第
十
四
巻
（
七

O
張）

上
平
声
一
束

第
十
五
巻
（
三

O
張）

二
冬
・
三
江

第
十
六
巻
（
二
五
張
）

四
支

第
十
七
巻
（
七
四
張
）

五
微
・
六
魚

第
十
八
巻
（
六

O
張）

七
虞

第
十
九
巻
（
九
九
張
）

ノーl、

千
十
灰

第
二
十
巻
（
八
五
張
）

十
一
員

第
二
十
一
巻
（
五
五
張
）

十
二
文
・
十
三
元

第
二
十
二
巻
（
五
九
張
）

十
四
寒
・
十
五
耐

第
二
十
三
巻
（
六
三
張
）

下
平
声
一
先

第
二
十
四
巻
（
四
二
張
）

二
葉
｜
四
豪

第
二
十
五
巻
（
六
回
張
）

五
歌
・
六
麻

第
二
十
六
巻
（
六
九
張
）

七
陽

第
二
十
七
巻
（
五
一
張
）

}¥ 
庚

第
二
十
八
巻
（
四
八
張
）

九
青

十
蒸

十
一
尤

十
二
侵

i
十
五
成

上
声

一
董
｜
四
紙
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五
尾
l
七
虞

去
声

八
葬
｜
十
三
院

十
四
早
l
l十
八
巧

十
九
時
｜
二
十
一
馬

二
十
二
養
i
二
十
四
週

二
十
五
有
｜
二
十
九
謙

一
送
｜
四
賓

五
未
l
七
遇

八
霧
｜
十
卦

(96) 



第
二
十
九
巻
（
八
一
張
）

第
三
十
巻

（
五
九
張
）

第
三
十
一
巻
（
七

O
張）

第
三
十
二
巻
（
四
六
張
）

第
三
十
三
巻
（
七
七
張
）

十

隊

十

諌

第
三
十
四
巻
（
六
一
張
）

三
覚
｜
五
物

六
月
｜
八
賠

(95) 

十
七
一
薮
｜
二
十
競

二
十
一
箇

i
二
十
四
敬

二
十
五
径
i
三
十
陥

第
三
十
五
巻
（
四
O
張）

九
屑
・
十
薬

十
一
陪
・
十
二
錫

十
三
職
｜
十
七
沿

こ
の
う
ち
巻
一
よ
り
巻
十
ま
で
は
、
異
植
字
で
あ
る
ば
か
り
か
本
文
そ
の
も
の
を
削
っ
て
い
る
か
ら
、
初
印
本
に
比
べ
軒
並
み
張
数
も
減

第
三
十
六
巻
（
六
八
張
）

第
三
十
七
巻
（
六
四
張
）

入
声

第
三
十
八
巻
（
七
八
張
）

っ
て
い
る
。
巻
一
の
み
は
張
数
が
同
じ
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
第
十
八
張
の
末
行
、
上
平
声
一
東
韻
「
宮
」
字
の
続
編
の
首
よ
り
、
後
修
本
が

一
屋
・
二
沃

「
関
宮
」
の
項
を
削
っ
た
た
め
に
数
字
分
の
狂
い
が
生
じ
、
以
下
の
排
字
は
僅
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
巻
十
一
以
降
は
同
植
字
で
あ
る
か
ら
、
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当
然
張
数
も
初
印
時
に
等
し
い
。
後
修
本
が
巻
十
ま
で
の
聞
に
本
文
を
削
っ
て
い
る
の
は
、
主
と
し
て
本
文
の
整
わ
な
い
点
を
抹
消
し
た
た

め
で
あ
る
。
こ
の
操
作
に
つ
い
て
は
前
稿
に
も
述
べ
た
が
、
例
を
変
え
て
再
説
し
た
い
。

第
一
巻
、
上
平
声
一
束
韻
「
宮
」
字
項
の
異
同
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
（
図
版
三
・
四
）
、
後
修
本
は
初
印
本
に
あ
っ
た
「
関
宮
〈

i
l

有
値
（
魯
煩
）
〉
」
の
項
目
を
削
っ
て
い
る
が
、
こ
の
項
目
は
「
績
（
鵬
）
」
の
黒
牌
を
冠
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
続
編
部
分
の
先

頭
に
当
た
る
。
と
こ
ろ
で
本
書
『
増
続
会
通
韻
府
群
玉
』
は
、
基
本
的
に
『
新
増
説
文
韻
府
群
玉
』
と
『
類
緊
古
今
韻
府
続
編
』
を
合
し
た

内
容
で
あ
る
。
即
ち
、
前
者
の
毎
字
の
後
に
「
績
」
の
符
号
を
置
い
て
、
そ
の
後
に
後
者
の
同
字
項
目
の
記
事
を
割
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。

但
し
、
前
者
新
増
説
文
本
で
毎
字
の
末
尾
に
附
さ
れ
る
「
活
套
」
「
詩
篇
」
「
姓
氏
」
等
、
特
殊
語
葉
等
の
附
録
部
分
は
、
増
続
会
通
本
で
も

続
編
部
分
の
後
に
置
か
れ
た
。
合
編
さ
れ
る
前
の
新
増
説
文
本
の
「
宮
」
字
項
を
見
る
と
、
熟
字
と
し
て
「
青
宮
」
よ
り
「
断
賜
守
宮
」
に



至
る
二
十
五
項
を
掲
げ
、
次
で
「
詩
篇
」
「
人
名
」
「
姓
氏
」
の
諸
項
を
附
し
て
あ
る
。
ま
た
続
編
の
「
宮
」
字
項
を
見
る
と
、
「
関
宮
」
よ

り
「
陰
櫨
教
六
宮
」
に
至
る
七
十
九
項
を
録
し
て
い
る
。
こ
れ
を
合
編
さ
れ
た
増
続
会
通
乙
亥
字
初
印
本
に
見
る
と
、
新
増
説
文
本
の
二
十

五
項
全
て
を
録
し
、
「
績
」
の
標
示
後
に
、
続
編
の
う
ち
の
四
十
三
項
を
掲
出
し
て
、
最
後
に
「
詩
篇
」
以
下
の
、
新
増
説
文
本
の
附
項
を

置
く
形
で
あ
る
。

つ
ま
り
増
続
会
通
本
は
続
編
の
全
て
を
録
す
る
の
で
は
な
く
、
原
編
の
冗
漫
を
避
け
て
煩
雑
未
整
の
項
を
削
る
他
、
「
南

宮
」
「
東
宮
」
「
青
宮
」
等
、
新
増
説
文
本
と
重
な
る
熟
字
に
つ
い
て
は
、
記
事
諸
共
に
こ
れ
を
略
し
て
い
る
。
こ
れ
は
合
編
者
李
希
賢
の
上

疏
に
述
べ
で
あ
っ
た
事
柄
と
も
よ
く
合
致
し
て
い
る
。
さ
て
、
後
修
時
に
省
か
れ
た
「
関
宮
〈

l
l
有
値
（
魯
煩
）
〉
」
の
項
は
、
新
増
説
文

本
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
項
目
で
あ
る
か
ら
、
当
初
は
増
続
会
通
本
も
こ
れ
を
除
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
文
を
仔
細
に
眺
め
る
と
、
新
増

説
文
本
の
附
項
で
あ
る
「
詩
篇
」
中
に
は
「
関
l
領
、
信
公
能
復
周
公
之
宇
也
（
魯
）
」
と
あ
っ
て
、
『
毛
詩
』
魯
領
、

馴
之
什
の
「
関
宮
」
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篇
の
名
お
よ
び
小
序
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
続
編
の
首
に
置
か
れ
た
の
は
同
篇
名
お
よ
び
そ
の
初
句
で
あ
る
か
ら
、
彼
此
重
複
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
恐
ら
く
乙
亥
字
本
は
、
新
増
説
文
本
附
録
「
詩
篇
」
の
項
が
後
置
さ
れ
た
た
め
に
、
初
め
は
こ
れ
に
気
付
か
ず
印
出
し
た
が
、

後
修
時
ま
で
に
重
複
が
判
明
し
た
た
め
、
編
集
方
針
を
徹
底
す
る
形
で
、
そ
の
項
目
が
続
編
部
分
か
ら
節
略
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

右
の
よ
う
に
、
後
修
本
に
於
け
る
張
数
の
減
少
は
、
さ
ら
な
る
整
訂
に
伴
う
本
文
の
縮
少
に
連
動
し
て
い
た
が
、
さ
ら
に
次
の
二
点
に
つ

い
て
僅
か
な
異
同
が
あ
る
。
第
一
に
、
巻
首
題
下
に
加
え
ら
れ
る
声
日
の
有
無
に
相
異
す
る
点
が
あ
る
。
後
修
本
で
は
巻
一
、
五
至
六
、
八

に
「
上
平
撃
（
賭
）
」
、
巻
十
一
、
十
三
、
十
八
に
「
下
平
聾
（
同
）
」
、
巻
二
十
至
二
十
三
、
二
十
五
に
「
上
聾
（
同
）
」
、
巻
二
十
六
至
三
十

二
に
「
去
聾
（
同
）
」
、
巻
三
十
三
至
三
十
八
に
「
去
聾
（
同
）
」
の
声
目
が
標
示
さ
れ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
巻
一
よ
り
二
十
五
ま
で
は

間
欠
的
に
、
去
声
の
首
で
あ
る
巻
二
十
六
以
降
は
全
巻
の
首
題
下
に
、
墨
囲
陰
刻
の
声
目
牌
記
を
存
す
る
。
初
印
本
に
比
べ
る
と
、
上
平
声

は
全
く
新
た
に
補
い
、
下
平
声
は
巻
十
一
に
、
も
と
陽
刻
の
標
記
が
あ
っ
た
の
を
陰
刻
の
牌
記
に
変
え
、
さ
ら
に
巻
十
三
よ
り
上
声
の
巻
々

(94) 



に
及
ぼ
し
、
去
声
で
は
前
本
に
欠
く
巻
三
十
に
も
標
目
を
加
え
て
全
巻
に
附
し
、
入
声
で
は
前
本
の
如
く
、
全
巻
に
附
し
た
形
を
継
承
し
た
。

(93) 

こ
れ
ら
の
標
目
に
つ
い
て
植
字
の
異
同
を
見
る
と
、
巻
十
一
を
除
き
初
印
時
と
重
複
す
る
も
の
は
、
同
一
の
木
活
字
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か

し
巻
十
一
、
十
三
、
十
八
、
二
十
一
至
二
十
三
、
二
十
五
、
三
十
に
つ
い
て
は
新
た
に
補
わ
れ
た
の
だ
か
ら
、
巻
十
一
以
降
に
も
補
修
の
加

わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
二
に
、
し
ば
し
ば
欄
上
に
注
記
さ
れ
て
い
る
字
目
に
つ
い
て
、
初
印
本
に
は
間
々
こ
れ
を
欠
き
、
或

い
は
標
出
の
位
置
を
誤
っ
て
い
た
の
を
、
後
修
本
で
は
、
全
て
で
は
な
い
が
補
正
し
て
い
る
。
但
し
巻
一
よ
り
十
に
至
る
問
、
本
文
の
縮
少

に
伴
っ
て
欄
上
の
字
目
も
行
を
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
を
放
置
し
た
こ
と
か
ら
、
後
修
本
に
は
か
え
っ
て
行
を
誤
り
、
ま
た
注
記
を
欠

く
結
果
と
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。
こ
の
字
目
の
補
正
は
巻
一
に
集
中
し
て
見
ら
れ
る
が
、
後
の
巻
、
巻
十
一
以
降
に
も
数
巻
に
一
箇
所
程

度
の
割
合
で
見
ら
れ
、

一
応
修
正
の
全
巻
に
百
一
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
巻
一
、
巻
十
一
の
例
に
限
り
、
次
に
表
示
す
る
。
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後
説
の
都
合
上
、
日
本
の
古
活
字
本
の
形
も
附
載
す
る
。

（
巻
・
声
）

（
韻
目
）

（
字
目
）

（
乙
亥
字
初
印
本
）

（
乙
亥
字
後
修
本
）

（
古
活
字
本
）

第

上
平

一
東

「
同
」

第
3
張
後
半
2
行
（
誤
）

第
3
張
前
半
第
印
行
（
正
）

同
（
正
）

「
能
…
」

第
幻
張
後
半
4
行
（
正
）

同
（
誤
）

同
（
誤
）

「
楓
」

第
初
張
前
半
第
3
行

「
幽
豆
」

第
初
張
前
半
第
7
行

第
却
張
前
半
第
凶
行

「
濯
」

第
出
張
前
半
第
3
行

「
郵
」

第
氾
張
前
半
第
4
行



第
十

下
平

粛

「
蔓
」

「
楓
」

「
充
」

「
悦
」

「
琉
」

「
隆
」

「
櫨
」

「
薩
」

「
霞
」

「
先
エ
」

「
工
」

「
古
す
」

「
龍
」

暗E
L_一

「
瀧
」

「
虹
」

「
粛
」

第
必
張
後
半
第
凶
行

第
白
張
前
半
第
5
行

第
出
張
前
半
第
6
行

第
白
張
前
半
第
7
行

第
出
張
後
半
第
2
行

第
出
張
後
半
第
3
行

第
白
張
後
半
第
4
行

第
出
張
後
半
第
8
行

第
出
張
後
半
第
9
行

。。

第
出
張
後
半
第
日
行

第
白
張
前
半
第
1
行

第
お
張
前
半
第
8
行

第
M
U
張
前
半
第
1
行

第
M
U

張
後
半
第
2
行

第
必
張
前
半
第
9
行

第
必
張
前
半
第
凶
行

第
1
張
前
半
第
3
行

(92) 



巻
一
に
関
し
て
は
さ
ら
に
、
前
稿
（
二
八
五
頁
）
に
述
べ
た
如
く
、
本
文
中
の
誤
文
に
つ
き
印
出
の
後
に
料
紙
を
切
り
貼
り
し
、
同
種
活

(91) 

字
に
よ
っ
て
正
文
を
鈴
印
す
る
方
法
で
校
改
を
加
え
て
い
る
か
ら
、
巻
首
に
は
殊
に
校
正
が
厳
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
後
修

本
に
つ
き
、
改
め
て
版
本
学
的
把
握
を
試
み
る
と
、
本
書
乙
亥
字
初
印
本
の
巻
十
以
前
に
つ
い
て
、
匡
版
を
改
め
再
植
字
す
る
形
で
再
刊
し
、

そ
の
際
に
は
さ
ら
な
る
本
文
の
整
訂
が
加
え
ら
れ
、
毎
巻
の
字
数
は
若
干
縮
少
し
た
。

一
方
、
巻
十
一
以
下
は
も
と
の
植
字
を
そ
の
ま
ま
生

か
し
、
前
後
を
継
い
で
印
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
全
巻
に
亘
っ
て
、
不
徹
底
な
形
で
は
あ
る
が
、
巻
首
題
下
の
声
自

の
整
備
と
、
欄
上
字
目
の
補
正
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
印
出
の
後
、
貼
紙
校
改
も
施
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
こ
れ

ら
の
改
正
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
貼
紙
校
改
は
最
後
に
行
わ
れ
た
改
正
に
違
い
な
い
が
、
声
目
字
目
の
補
正
と

前
半
の
再
植
字
と
は
、

一
度
に
行
わ
れ
た
の
か
、
或
い
は
何
等
か
の
先
後
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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後
修
の
手
順
考
察
に
は
、
乙
亥
字
本
の
翻
印
で
あ
る
日
本
の
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
古
活
字
刊
本
と
の
対
照
が
有
効
で
あ
る
。
古
活
字

本
は
、
そ
の
版
式
行
款
、
本
文
字
様
の
一
致
か
ら
し
て
、
巻
十
ま
で
再
植
字
後
の
、
乙
亥
字
後
修
本
に
拠
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ

前
稿
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
両
足
院
蔵
本
の
如
き
貼
紙
校
改
ま
で
は
反
映
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
箇
所
で
は
大
抵
、
排
字
の
異
な
る
乙

亥
字
初
印
本
の
本
文
に
合
致
し
て
い
る
か
ら
、
校
改
以
前
の
印
本
を
基
に
翻
刊
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
声
目
字
目
の
補
正
に
つ
い

て
は
ど
う
か
と
見
れ
ば
、
声
目
に
つ
い
て
は
、
上
下
平
声
と
上
声
に
標
示
を
全
く
欠
き
、
去
声
で
は
巻
二
十
六
至
二
十
九
、
巻
三
十
至
三
十

二
（
巻
三
十
を
除
く
全
巻
）
に
墨
囲
陰
刻
の
標
目
、
入
声
で
は
巻
三
十
三
以
下
の
全
巻
に
同
様
の
標
目
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
巻
十
一

の
標
記
を
除
き
、
む
し
ろ
乙
亥
字
初
印
本
の
形
に
合
致
す
る
。
字
目
に
つ
い
て
は
、
先
に
表
示
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
後
修
本

の
増
補
を
反
映
せ
ず
、
ほ
ぼ
初
印
本
の
形
に
等
し
い
。
但
し
後
修
本
の
本
文
整
訂
と
排
字
変
更
に
伴
う
字
目
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
後
修
本

の
正
誤
と
換
、
を
一
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
字
目
の
補
正
が
、
本
文
整
訂
に
伴
う
修
正
と
そ
の
後
の
増
補
と
、
二
つ
以
上
の
段
階
を
踏
み
、
古



活
字
本
は
前
者
の
み
を
反
映
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
総
じ
て
言
え
ば
、
乙
亥
字
本
に
は
初
印
の
後
、
ま
ず
巻
十
ま
で
の
再
植
字
が
行

わ
れ
、
こ
の
際
に
若
干
の
字
目
修
正
も
施
さ
れ
、
或
い
は
旧
態
が
放
置
さ
れ
た
。
後
修
本
の
基
礎
は
こ
の
時
に
形
成
さ
れ
、
日
本
の
古
活
字

本
は
こ
の
段
階
の
印
本
を
基
に
し
て
い
る
。
次
で
全
巻
に
亘
り
声
目
宇
目
の
補
正
が
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
修
正
が
進
み
、
該
本
印
出
の
後
に
、

貼
紙
校
改
を
重
ね
て
両
足
院
本
の
形
が
成
立
し
た
、
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
も
し
、
古
活
字
本
の
形
に
等
し
い
乙
亥
字
本
を
伝
存
す

れ
ば
、
再
度
の
修
印
が
実
証
さ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
声
目
字
目
の
改
正
が
行
わ
れ
た
後
の
印
本
は
、
こ
れ
を
逓
修
本
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
経
過
を
図
示
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
ろ
う
。
後
述
の
朝
鮮
本
二
種
、
日
本
の
整
版
附
訓
本
と
の
関
係
も
加
え
て
お
く
。

朝
鮮
乙
亥
字
刊↑

（
本
文
整
訂
・
字
目
修
正
）

司
、
〕

0
0
 

〈
尊
経
閣
蔵
本
〉

又

［
後
修
］

↓
日
本
寛
永
二
年
古
活
字
刊
本

↓
日
本
延
宝
三
年
刊
附
訓
本

↑
（
声
目
字
目
補
正
）

又

［
逓
］
修

↑
（
貼
紙
校
改
）

↓
朝
鮮
訓
錬
都
監
字
刊
増
刷
本

↓
朝
鮮
戊
申
字
刊
本

〈
両
足
院
蔵
本
〉

以
下
に
［
逓
］
修
本
の
伝
本
を
補
う
（
前
出
尊
経
関
蔵
本
の
配
本
の
み
）
。

(90) 



(89) 

〈
尊
経
閤
文
庫

雑
部
類
纂
類
一
〉

巻
一
至
二
、
四
至
十
五
、
十
七
至
三
十
八
配
同
刊
初
印
本

朝
鮮
辛
漣
旧
蔵

金
沢
学
校
印
記

第
三
、
十
六
巻
巻
を
存
す
（
三
五
冊
の
う
ち
一
冊
お
よ
び
半
冊
）
。
黄
葉
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙
（
三
三
・

O
×
二

0
・八

糎
）
縮
折
（
原
高
三
四
・
六
糎
）
左
肩
打
付
に
「
韻
府
群
玉
巻
之
三
」
と
、
右
肩
よ
り
声
韻
目
、
右
下
方
綾
外
「
共
三
十
六
」
と
書
す
。
五

針
眼
、
改
糸
。
以
上
は
巻
三
を
収
め
た
一
冊
に
係
る
。
巻
十
六
は
初
印
本
巻
十
五
と
合
冊
、
新
装
に
没
し
て
い
る
。
毎
巻
首
に
双
辺
鼎
形
陽

刻
「
直
／
粛
」
、
単
辺
方
形
陽
刻
「
鷲
山
／
世
家
」
、
同
「
辛
漣
／
器
之
」
朱
印
影
を
存
す
。

辛
漣
、
字
は
器
之
。
慶
尚
道
霊
山
の
人
。
書
堅
男
。
朝
鮮
中
宗
十
二
年
（
一
五
一
七
）
生
、
同
三
十
五
年
進
士
、
司
果
の
官
よ
り
明
宗
四
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年
（
一
五
四
九
）
文
科
及
第
、
諸
官
を
経
て
司
僕
寺
正
に
至
り
、
宣
祖
六
年
（
一
五
七
三
）
残
。
『
明
宗
実
録
』
に
拠
る
と
、
同
年
九
月
十

七
日
に
羅
州
牧
使
に
任
じ
て
い
る
。
印
文
に
見
え
る
「
鷲
山
」
と
は
、
貫
籍
地
霊
山
の
別
号
で
あ
り
、
同
鈴
の
印
文
「
直
粛
」
と
は
、
辛
氏

の
斎
号
と
思
わ
れ
る
。
乙
亥
字
刊
［
逓
］
修
本
の
印
行
は
、
両
足
院
本
の
宣
賜
記
に
よ
っ
て
隆
慶
二
年
、
即
ち
朝
鮮
宣
祖
元
年
（
一
五
六
八
）

以
前
と
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
五
年
後
に
残
し
た
旧
蔵
者
の
経
歴
を
見
て
も
、
そ
の
年
代
が
追
認
さ
れ
る
。

ま
た
巻
五
第
十
八
張
後
半
至
十
九
張
前
半
、
巻
六
第
四
十
六
張
後
半
の
本
文
を
摸
写
し
た
該
本
附
冊
の
本
文
は
、
こ
の
後
修
本
に
拠
っ
て

い
る
（
逓
修
で
あ
る
か
否
か
不
明
）
。
こ
れ
は
版
式
行
款
の
み
な
ら
ず
本
文
の
字
様
、
排
字
の
細
情
に
至
る
ま
で
合
致
し
て
お
り
、
古
活
字

本
、
和
刻
本
で
は
な
く
、
乙
亥
字
後
修
本
に
拠
っ
た
と
知
ら
れ
、
間
接
的
な
が
ら
こ
れ
も
日
本
へ
の
伝
来
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
全
冊

に
亘
る
事
柄
は
初
印
本
の
項
に
前
掲
し
た
。



同

朝
鮮
明
崇
禎
再
丁
酉
（
一
七
一
七
）
刊
（
戊
申
字
、
校
書
館
）

翻
乙
亥
字
刊
［
逓
］
修
本

該
本
に
つ
い
て
、
前
稿
よ
り
な
お
数
点
の
伝
本
調
査
を
加
え
た
が
、
右
の
追
考
に
よ
っ
て
底
本
の
記
述
を
改
め
た
他
は
、
正
す
べ
き
事
項

を
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
伝
本
の
情
況
を
列
記
紹
介
す
る
に
止
め
た
い
。

〈内。－
z
E
σ
E
d
E〈
O
H
包
門
司
開
mw
∞
門
〉
∞

B
H
H
F
F
E円
山
、
同
〉
同
開
回
。
。
閃
h
F
m
H
O

－－O〉

二
八
冊

丁
子
染
草
花
文
空
押
艶
出
表
紙
（
三

，、J
O
O
 

と
書
す
。
題
下
打
付
に
後
筆
に
て
「
角
（
至
彩
、
二
十
八
宿
）
」
と
書
す
。
第
一
・
二
、
七
・
八
、
九
・
十
、
十
四
・
五
、
十
六
・
七
、
二

十
一
・
二
、
二
十
三
・
四
、
二
十
七
・
八
、
三
十
一
・
二
、
三
十
四
・
五
巻
を
各
一
冊
と
す
る
他
は
毎
冊
一
巻
。
匡
郭
二
五
・
二
×
一
七
・

O
糎
。
墨
批
点
、
批
圏
書
入
、
首
の
み
欄
上
墨
補
注
、
本
文
朱
藍
批
点
書
入
、
極
稀
に
朱
校
改
を
施
す
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
匹
倦
／
堂

蔵
」
、
方
形
陰
刻
「
李
印
／
最
寄
」
、
同
「
口
／
堂
」
茶
印
影
、
首
尾
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
不
明
茶
印
影
、
第
一
、
二
、
十
冊
尾
に
単
辺
方

形
陽
刻
（
四
隅
「
松
・
古
・
粛
・
口
」
）
中
円
形
陰
刻
「
遠
／
惇
世
／
程
」
墨
印
影
を
存
す
。

〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
晩
松
文
庫

A
一
二
・

A
八
C

〉

三
冊

存
巻
二
十
二
｜
二
十
五
、
二
十
七
・
二
十
八

丁
子
染
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙
（
三
一
一
了
五
三
二
・
八
糎
）
左
肩
打
付
に
「
韻
玉
十
二
（
十
三
、
十
五
）
」
と
、
右
肩
よ
り
韻
目
、

(88) 



右
下
方
綾
外
に
「
共
廿
」
と
書
す
。
五
針
眼
。
第
一
冊
に
第
二
十
二
巻
、
第
二
冊
に
第
二
十
三
至
二
十
五
巻
、
第
三
冊
に
第
二
十
七
至
二
十

(87) 

八
巻
を
収
め
る
。
第
二
十
二
巻
首
匡
郭
二
四
・
八
×
一
七
・
一
糎
。
墨
批
点
書
入
。

〈同

A
一
二
・

A
八
E

〉

一
冊

存
巻
一
・
二

丁
子
染
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙
（
三
五
・
五
×
二
三
・
二
糎
）
左
肩
打
付
に
「
増
績
韻
府
軍
玉
こ
と
、
右
肩
よ
り
声
韻
目
、
右
下
方

綾
外
に
「
共
三
十
五
」
と
書
す
。
五
針
眼
。
本
文
厚
手
格
紙
。
前
後
副
葉
。
匡
郭
二
五
・
二
×
一
七
・

O
糎。

元
陰
時
夫
編

陰
中
夫
注

閥
名
増

明
包
喰
績

［
朝
鮮
李
希
輔
］
曾
通

関
名
新
増
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増
績
曾
通
韻
府
軍
玉
［
二
十
二
巻

朝
鮮
刊
（
訓
錬
都
監
字
）

擦
乙
亥
字
刊
［
逓
］
修
本

次
に
第
四
種
と
し
て
朝
鮮
訓
錬
都
監
字
刊
本
（
訓
監
字
本
）
を
挙
げ
る
。
こ
の
本
、
前
述
の
乙
亥
字
本
を
基
に
増
編
を
施
し
、
上
声
以
下

の
灰
声
の
諸
巻
を
省
略
し
た
上
、
訓
錬
都
監
製
作
の
甲
寅
字
体
の
木
活
字
を
以
て
印
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
該
本
の
増
編
部
分
は
「
詩
譜
」

と
称
し
、
当
該
字
を
脚
韻
に
用
い
た
例
句
を
附
録
し
た
も
の
で
、
韻
事
の
実
際
に
即
し
た
増
補
で
あ
る
。
こ
の
訓
監
字
本
は
伝
存
が
乏
し
く
、

在
韓
の
伝
本
の
み
が
知
ら
れ
る
。
前
稿
に
は
残
欠
本
五
本
を
以
て
著
録
し
た
が
、
そ
の
後
、
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
収
蔵
の
晩
松
文
庫
本

を
全
て
調
査
し
た
結
果
、
前
稿
ま
で
未
見
の
数
巻
に
つ
い
て
著
録
し
得
た
他
、
全
編
の
結
構
に
つ
い
て
新
た
に
見
通
し
を
得
た
。
全
編
を
二



十
一
巻
と
標
記
し
た
点
、
既
に
前
稿
を
改
め
て
い
る
が
、
ま
ず
該
本
の
梗
概
を
再
説
す
る
。

包

希
賢

巻
首
題
「
増
績
曾
通
韻
府
輩
玉
巻
之
幾
（
賄
目
）
／
（
詳
低
）
晩
翠

績
編
」
（
第
二

i
四
行
は
首
の
み
）
、
次
行
低
二
格
標
「
一
東
〈
濁
用
〉
」
等
韻
目
、
次
行
よ
り
本
文
。
体
式
は
乙
亥
字

中
夫

E最

時
夫

復
春

編
註
／
青
田

動
弦

編
輯
／
新
呉

本
に
同
様
で
あ
る
o

毎
韻
後
改
行
低
一
格
に
て
「
詩
譜
（
競
）
〈
新
増
〉
」
と
標
し
、
次
行
よ
り
小
字
双
行
二
段
に
て
「
光
升
必
自
東
（
日
）
」

以
下
例
句
、
先
ず
五
言
句
、
次
で
七
言
句
を
列
挙
す
。

第
一
巻
（
七
五
張
）

＊ 

第
二
巻
（
五

O
張）

第
三
巻
（
六
九
張
）

※ 

第
四
巻
（
八
一
張
）

＊ 

第
五
巻
（
八

O
張）

＊ 

第
六
巻
（
七
六
張
）

第
七
巻
（
七
六
張
）

第
八
巻
（
七
四
張
）

第
九
巻
（
六
七
張
）

第
十
巻
（
六
二
張
）

第
十
一
巻
（
七
八
張
）

上
平
戸

東

第
十
二
巻
（
六
八
張
）

一
東
二
（
自
楓
）

第
十
三
巻
（
七
四
張
）

＊ 

二
冬
・
三
江

第
十
四
巻
（
九
五
張
）

※ 

四
支

第
十
五
巻
（
七
八
張
）

四
支
二
（
自
尼
）

第
十
六
巻
（
七
六
張
）

六缶…

（
至
蓬
）

第
十
七
巻
（
六
二
張
）

六
魚
二
・
七
虞

第
十
八
巻
（
一

O
三
張
）

＊ 

七
虞
二
（
自
雛
）

第
十
九
巻
（
八

O
張）

八
斉
・
九
佳

第
二
十
巻
（
七
六
張
）

＊ 

十
灰

第
二
十
一
巻
（
七
一
張
）

十
一
翼
（
至
因
）

十
一
回
県
二
・
十
二
文

十
三
元

十
四
寒
・
十
五
剛
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下
平
声
一
先

（
至
拾
）

一
先
二
・
二
粛

一
ニ
メ
有
・
四
豪
一

五
歌
・
六
麻

七
陽

七
陽
二
（
自
常
）

人
庚

（
至
清
）

(86) 



四
周
双
辺
（
二
四
・
八
×
一
五
・
九
糎
）
毎
半
張
九
行
、
毎
行
一
七
字
、
甲
寅
字
体
。
中
縫
部
、
白
口
（
鵬
内
）
双
花
口
魚
尾
（
附
）
問
題
「
輩

(85) 

玉
幾
」
、
張
数
。
巻
尾
題
「
増
績
曾
通
韻
府
肇
玉
巻
之
幾
」
。

右
の
う
ち
、
＊
号
を
附
し
た
も
の
は
、
前
稿
に
細
情
を
記
し
得
ず
、
今
回
新
た
に
後
掲
晩
松
文
庫
本
を
以
て
著
録
し
た
巻
で
あ
る
。
ま
た

※
号
を
冠
し
た
も
の
は
、
前
稿
の
著
録
が
不
十
分
で
あ
っ
た
点
、
記
述
を
改
め
た
巻
で
あ
る
。
該
本
の
全
編
を
二
十
一
巻
と
著
録
し
た
根
拠

は
、
伝
本
十
種
の
全
て
が
一
巻
に
一
冊
を
宛
て
て
お
り
、
そ
の
巻
数
が
二
十
一
に
止
ま
り
、
且
つ
複
数
の
伝
本
の
原
装
表
紙
に
全
編
を
二
十

一
冊
と
標
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
伝
存
本
に
拠
れ
ば
本
文
は
下
平
声
の
八
庚
「
清
」
字
項
に
至
る
が
、
こ
れ
は
切
韻
上
、
中
途
に
止
ま

る
の
で
あ
っ
て
、
前
稿
に
は
こ
れ
を
末
巻
と
す
る
こ
と
が
鷹
賭
さ
れ
た
。
し
か
し
著
録
の
伝
本
か
ら
帰
納
す
る
限
り
、
「
清
」
字
を
以
て
絶

え
た
と
考
え
、
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
元
来
未
完
の
編
書
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

以
下
、
追
録
の
伝
本
を
列
記
し
て
、
参
考
に
供
す
る
。
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〈
高
麗
大
学
校
中
央
図
書
館
晩
松
文
庫

A
一
二
・

A
八
D
の
、
っ
ち
〉

一
八
冊

存
巻
一
ー
ー
六
、
八
l
十
八
、
二
十

丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙
（
三
四
・
七
さ
二
・
七
糎
）
左
肩
打
付
に
「
韻
府
軍
玉
巻
之
幾
」
と
、
右
肩
よ
り
韻
目
、
右

下
方
綾
外
「
共
二
十
こ
と
書
す
。
五
針
眼
、
改
糸
。
第
一
、
十
、
十
一
冊
前
見
返
し
熟
字
等
注
記
。
毎
冊
一
巻
。
匡
郭
二
四
・
八
×
一

五
・
九
糎
。
毎
冊
首
に
方
形
陰
刻
「
退
蔵
／
塵
印
」
朱
印
影
を
存
す
。

同

＼》〆

三
冊



存
巻
五
、
十
、
十
五

丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙
（
三
四
・
六
主
二
・

O
糎
）
左
肩
打
付
に
「
増
績
曾
通
韻
府
輩
玉
〈
巻
之
幾
〉
」
と
、
右
肩

よ
り
韻
目
を
書
す
。
五
針
眼
、
改
糸
。
毎
冊
一
巻
。
第
五
巻
首
匡
郭
二
五
・

O
×
一
六
・

O
糎
。
毎
冊
首
に
鼎
中
単
辺
方
形
陽
刻
「
琴
／
口
」
、

毎
冊
尾
に
鍾
中
同
「
洛
／
浦
」
、
亀
甲
形
双
辺
陽
刻
「
鳳
城
／
後
人
」
朱
印
影
を
存
す
。
欄
上
墨
批
点
、
本
文
墨
補
注
書
入
。

同

、、／

一
冊

存
巻
八

丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙
（
三
三
・
一
三
二
・

O
糎
）
左
肩
打
付
に
「
韻
府
葦
玉
〈
口
〉
」
と
、
右
肩
よ
り
韻
目
を
書

す
。
五
針
眼
。
前
表
紙
紙
背
に
有
印
の
公
文
書
あ
り
、
「
崇
禎
七
年
十
月
初
十
日
行
郡
主
李
／
［

］
上
使
」
記
が
見
え
る
。
前
後
見
返
し
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に
書
込
が
甚
し
い
。
本
文
墨
批
点
、
批
圏
書
入
。
末
尾
に
五
言
絶
句
一
篇
一
を
草
書
す
。
巻
首
右
辺
外
に
「
冊
主
金
氏
（
判
）
」
、
巻
尾
左
辺
外

に
「
冊
、
玉
［
・
］
（
判
）
」
、
後
見
返
し
に
「
韻
府
群
玉
巻
之
七
冊
主
豊
山
金
氏
家
蔵
」
「
豊
山
金
氏
家
蔵
」
墨
識
を
存
す
。

こ
の
冊
、
本
文
と
後
表
紙
見
返
し
に
巻
序
数
の
離
離
が
あ
っ
て
不
審
を
遺
す
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
単
純
な
錯
誤
か
僚
冊
の
表
紙
の
流
用

と
見
れ
ば
、
該
本
の
明
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
以
後
、
恐
ら
く
は
あ
ま
り
時
を
隔
て
な
い
時
期
の
印
出
を
証
す
る
。
こ
れ
は
大
略
訓
監
字

の
使
用
時
期
と
合
致
し
て
い
る
。
識
語
の
豊
山
と
は
慶
尚
道
、
現
安
東
市
豊
山
の
地
を
指
す
。

同

＼／ 

一
冊

存
巻
十

(84) 



丁
子
染
雷
文
繋
蓮
華
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙
（
三
二
・
七
三
二
・

O
糎
）
左
肩
打
付
に
「
新
増
韻
玉
〈
口
〉
」
と
、
右
肩
よ
り
韻
自
を
書

(83) 

す
。
五
針
眼
、
改
糸
。
第
十
巻
首
匡
郭
二
五
・

O
×
一
五
・
九
糎
。
本
文
墨
批
点
書
入
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
李
浩
然
／
雪
川
亭
」
朱
印

影
を
存
す
。

以
上
回
部
二
十
三
冊
は
、
標
記
の
如
く
収
蔵
番
号
を
同
じ
く
す
る
が
、
伝
来
装
訂
を
異
に
す
る
別
種
本
の
重
配
で
あ
る
。

同

華
山
文
庫

A
一
二
・

A
八〉

二
冊

存
巻
一
、
十
六

後
補
厚
手
素
表
紙
（
三
三
・
八
笠
二
・
一
糎
）
左
肩
打
付
に
「
増
績
合
同
通
韻
府
筆
玉
巻
之
一

（
十
六
）
」
と
書
す
。
毎
冊
一
巻
。
匡
郭
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四
・
八
×
一
五
・
九
糎
。
毎
冊
首
に
雷
文
辺
欄
円
形
中
方
形
陰
刻
不
明
朱
印
影
、
単
辺
方
形
陽
刻
同
、
単
辺
方
形
陰
陽
陰
刻
「
竹
州
朴
／
宗

銭
葬
／
卿
夫
印
」
、
単
辺
円
形
陽
刻
「
朴
印
／
宗
銭
（
輔
）
」
朱
印
影
を
存
す
。

朝
鮮
本
『
増
続
会
通
韻
府
群
玉
』
は
、
李
希
輔
を
含
む
朝
鮮
中
宗
朝
の
学
官
達
の
努
力
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
書
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

編
集
過
程
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
乙
亥
字
本
二
種
に
見
ら
れ
る
本
文
の
異
同
は
そ
う
し
た
混
乱
の
結
果
を
反
映
し
て

い
る
。
し
か
し
困
難
の
末
に
行
わ
れ
た
本
書
は
、
そ
の
後
も
特
色
あ
る
こ
種
の
刊
行
を
生
ん
で
、
朝
鮮
朝
後
半
の
文
事
に
し
ば
し
ば
用
い
ら

れ
た
模
様
で
あ
る
。
ま
た
乙
亥
字
本
刊
行
の
過
程
の
中
か
ら
印
出
さ
れ
、
い
ち
早
く
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
一
本
は
、
近
世
の
初
め
、
出
版
興

隆
の
時
節
に
際
し
、
在
来
の
本
文
を
押
し
退
け
古
活
字
本
と
し
て
翻
刊
さ
れ
た
。
古
活
字
本
の
流
通
は
さ
ほ
ど
広
範
と
は
言
え
な
い
が
、
附

訓
の
上
、
さ
ら
に
覆
刻
さ
れ
、
和
刻
本
と
し
て
流
布
し
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
意
味
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。
ま
た
古
活
字
本



の
伝
存
が
朝
鮮
本
印
行
の
失
わ
れ
た
一
過
程
を
映
し
、
朝
鮮
本
刊
行
の
精
確
な
把
握
に
つ
い
て
、
か
え
っ
て
特
殊
の
証
言
を
含
ん
で
い
た
こ

と
は
、
版
本
学
上
か
ら
も
注
目
に
値
す
る
。

本
書
の
よ
う
な
編
著
の
流
通
が
、
流
域
の
学
塞
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
新
た
な
著
述
の
表
面
に
顕
れ
ず
伏
在
し
が
ち
で
あ
る
た
め
、
端
的

に
そ
れ
と
指
し
示
す
こ
と
が
、
し
ば
し
ば
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
書
物
の
細
情
を
掬
い
取
り
、
交
錯
干
渉
す
る
本
文
の
伝
承
を
解
き
ほ
ぐ
す

こ
と
で
、
次
第
に
学
問
知
識
の
底
辺
が
顕
れ
、
さ
ら
な
る
構
築
を
論
ず
る
た
め
の
一
つ
の
基
盤
が
得
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
研
究
は
、

今
後
と
も
継
続
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
に
補
正
し
確
か
め
ら
れ
た
事
柄
は
、
わ
ず
か
な
一
斑
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
事
業
に

資
益
す
る
所
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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、店一（1
）
北
京
大
学
図
書
館
と
台
北
の
国
家
図
書
館
に
そ
れ
ぞ
れ
一
本
を
存
す
る
が
、
近
代
の
転
出
と
見
ら
れ
る
。

（2
）
本
稿
で
は
日
本
書
誌
学
の
用
法
に
従
い
、
「
刊
」
「
刊
行
」
の
語
を
、
活
字
本
の
組
成
印
出
に
つ
い
て
も
使
用
す
る
。
そ
の
是
非
に
つ
い
て
異
論

も
あ
ろ
う
が
、
本
文
を
整
え
、
植
字
組
み
版
の
上
、
紙
墨
を
以
て
印
出
す
る
営
為
に
つ
い
て
、
整
版
の
刊
行
と
同
様
に
捉
え
よ
う
と
の
意
で

あ
る
。

（3
）
戊
申
字
本
は
現
在
少
な
く
と
も
米
国
に
二
本
、
台
湾
に
一
本
を
伝
え
る
が
、
こ
れ
も
近
代
の
転
出
で
あ
る
。

（4
）
李
希
輔
の
作
は
『
中
宗
実
録
』
に
よ
る
と
「
九
重
深
鎖
月
黄
昏
、
十
二
鍾
聾
到
夜
分
、
何
庭
青
山
埋
玉
骨
、
秋
風
落
葉
不
堪
聞
」
と
い
う
も
の

で
、
悲
嘆
に
暮
れ
て
い
た
燕
山
君
は
、
そ
の
手
を
執
っ
て
嘆
賞
し
た
の
だ
と
い
う
。

（5
）
前
稿
に
、
同
じ
『
中
宗
実
録
』
三
十
五
年
（
一
五
四
O
）
十
一
月
二
十
八
日
発
卯
の
記
事
を
挙
げ
て
（
二
六
九
頁
）
、
領
議
政
予
股
輔
等
の
啓

に
『
韻
府
群
玉
』
の
要
を
説
き
「
合
新
増
、
而
設
局
令
能
文
堂
上
郎
官
主
之
、
以
大
字
刊
出
」
と
言
っ
て
裁
可
を
得
て
い
る
記
事
が
、
『
増
続

(82) 



会
通
韻
府
群
玉
』
の
成
立
に
関
係
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
本
稿
に
紹
介
の
記
事
は
こ
れ
よ
り
二
年
後
以
降
の
事
で
あ
る
が
、
三
十

九
年
八
月
条
の
原
注
を
見
る
と
、
李
希
輔
に
託
さ
れ
た
の
が
突
卯
（
三
十
八
年
）
春
と
読
め
る
の
で
、
編
集
事
業
そ
の
も
の
は
三
十
五
年
末

頃
か
ら
断
続
的
に
始
め
ら
れ
た
と
考
え
た
い
。

（6
）
後
修
本
巻
二
十
四
の
張
数
に
つ
い
て
、
前
稿
乙
亥
字
再
刊
本
の
項
（
二
七
六
頁
）
に
「
四
こ
と
記
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
れ
も
併
せ

訂
正
し
た
い
。

（7
）
該
本
の
巻
十
六
に
つ
い
て
、
こ
の
巻
で
は
初
印
本
と
［
逓
］
修
本
を
比
較
し
て
も
細
部
に
亘
る
ま
で
異
同
が
な
く
、
殆
ど
手
が
付
け
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
改
装
後
の
半
冊
分
が
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
、
本
来
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
鈴
印
の
情
況
か
ら
巻
三
の

僚
冊
と
考
え
、
［
逓
］
修
本
と
し
て
掲
出
し
て
い
る
。

付
記本

稿
は
、
平
成
十
八
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
若
手
研
究
「
日
本
漢
籍
の
本
文
形
成
に
関
す
る
研
究
｜
五
山
版
・
古
活
字
版

を
中
心
に
｜
」
に
基
づ
く
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

ま
た
本
稿
は
、
平
成
十
八
年
九
月
二
十
四
日
、
同
志
社
女
子
大
学
に
て
行
わ
れ
た
、
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源
」
の
一
部
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
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建仁寺両足院蔵

(74) -199-

図
版
六


